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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 165,219 5.8 7,590 4.3 7,464 4.0 4,221 2.0
22年3月期第3四半期 156,144 △1.7 7,279 3.2 7,177 0.9 4,137 △1.1

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 217.41 ―

22年3月期第3四半期 213.09 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 90,972 39,641 43.3 2,030.28
22年3月期 80,299 36,299 45.0 1,859.18

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  39,418百万円 22年3月期  36,097百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 21.50 ― 23.50 45.00
23年3月期 ― 22.50 ―

23年3月期 
（予想）

22.50 45.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 217,000 5.1 9,125 6.1 8,885 5.0 4,970 3.0 255.98



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸
表に対する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、
添付資料 P.3「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

4.  その他 （詳細は、添付資料 P.3「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q  20,006,861株 22年3月期  20,006,861株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  591,742株 22年3月期  591,276株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q  19,415,296株 22年3月期3Q  19,415,835株
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間の我が国経済は、企業収益の改善などにより景気に持ち直しの動き

も見られましたが、ここにきて海外景気の下振れ懸念、円高に加え、失業率が高水準にあるなど

景気は足踏み状態が続いております。 

個人消費は、経済対策の効果もあって一部持ち直しの傾向にありますが、消費者マインドは弱

含みで推移しております。スーパーマーケット業界におきましては、デフレが続くなか低価格志

向は変わらず、依然として価格競争･安売り競争が続いております。 

このような環境の下、当社は、第６次中期経営計画（以下「第６次中計」という。）の２年目

として、また同時に、当社創業120周年の節目の年として、基本経営戦略であります『豊かで楽

しい食生活提案型スーパーマーケットの充実』の実現と第２の創業・第２のステージに向けて各

種施策を実施いたしました。特に、夕食の主役になる冷凍食品「やさしいテーブル」シリーズな

ど日配食品部門を中心としたヤオコーらしい独自商品の開発や価格コンシャスの徹底および店長

塾など実地研修の場を通したミールソリューションの充実など、カスタマー視点に立った売場づ

くりに取り組んでまいりました。 

販売面におきましては、期初から創業120周年キャンペーンセールを行なうとともに、４月に

桐生境野店（群馬県桐生市）、７月に草加原町店（埼玉県草加市）、９月に鴻巣吹上店（埼玉県

鴻巣市）、10月に佐倉染井野店（千葉県佐倉市）および相模原下九沢店（神奈川県相模原市）、

11月に八王子並木町店（東京都八王子市）の新店６店舗を開設するとともに、既存店６店舗の改

装を実施するなど営業の強化を図りました。また一方、経費削減につきましても、販売・事務消

耗品費から店舗関連経費まで全般に亘って引き続きコスト削減に努めてまいりました。 

なお、新店６店舗のうち、佐倉染井野店、相模原下九沢店、八王子並木町店につきましては、

何れも当社がデベロッパーとして開発したショッピングセンターであり、『the market Place』

という新たな統一名称をつけて、商業施設としての魅力向上を図っております。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の営業収益は165,219百万円（前年同期比5.8％増）、営

業利益は7,590百万円（同4.3％増）、経常利益は7,464百万円（同4.0％増）、四半期純利益は 

4,221百万円（同2.0％増）となりました。 

 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

（資産） 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末より10,673百万円増加

して90,972百万円となりました。これは主に、新規出店に係る投資により有形固定資産が増

加したためです。 

（負債） 

当第３四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末より7,331百万円増加して

51,331百万円となりました。これは主に、買掛金、借入金の増加によるものです。 

（純資産） 

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末より3,341百万円増加し

て39,641百万円となりました。これは主に、四半期純利益の計上による利益剰余金の増加に

よるものです。 
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(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

スーパーマーケット業界におきましては、デフレの影響や雇用情勢の悪化など景気がさらに下

押しされる懸念があるなか、引き続き激しい低価格競争を中心に厳しい経営環境が予想されます

が、当社は第６次中計の基本経営戦略に基づいて、『豊かで楽しい食生活提案型スーパーマーケ

ットの充実』に向けて努力してまいります。通期の業績予想につきましては、当第３四半期連結

累計期間の業績が、概ね予定通りに推移していることから、平成22年５月６日に公表した期初の

予想を変更しておりません。 

 

２．その他の情報 

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

①棚卸資産の評価方法 

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、一部の子会社において、実地棚卸

を省略し、第２四半期連結会計期間末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する

方法によっております。 

②固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して

算定する方法によっております。 

 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平

成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

21号 平成20年３月31日）を適用しております。 

これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益はそれぞれ51百万円減少し、税

金等調整前四半期純利益は494百万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による

資産除去債務の変動額は1,174百万円であります。 
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,476 4,384

売掛金 2,468 1,918

商品及び製品 5,082 4,203

原材料及び貯蔵品 194 140

繰延税金資産 632 1,022

その他 4,576 2,884

流動資産合計 18,431 14,552

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 21,425 17,711

土地 26,340 25,031

その他（純額） 7,334 5,523

有形固定資産合計 55,100 48,266

無形固定資産 1,383 1,162

投資その他の資産   

繰延税金資産 1,295 1,069

差入保証金 12,291 12,846

その他 2,469 2,403

投資その他の資産合計 16,057 16,318

固定資産合計 72,541 65,746

資産合計 90,972 80,299
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 15,566 11,858

短期借入金 5,400 4,500

1年内返済予定の長期借入金 1,459 1,259

未払費用 4,673 4,021

未払法人税等 1,211 2,085

賞与引当金 950 1,800

商品券回収損引当金 20 20

その他 2,259 1,839

流動負債合計 31,543 27,385

固定負債   

長期借入金 7,329 6,399

再評価に係る繰延税金負債 66 66

退職給付引当金 1,481 1,385

役員退職慰労引当金 285 269

資産除去債務 1,222 －

預り保証金 5,118 5,014

その他 4,282 3,480

固定負債合計 19,787 16,614

負債合計 51,331 43,999

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,199 4,199

資本剰余金 3,606 3,606

利益剰余金 37,995 34,667

自己株式 △1,384 △1,382

株主資本合計 44,418 41,091

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △4 1

土地再評価差額金 △4,995 △4,995

評価・換算差額等合計 △5,000 △4,994

少数株主持分 223 202

純資産合計 39,641 36,299

負債純資産合計 90,972 80,299
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(2) 四半期連結損益計算書 
(第３四半期連結累計期間) 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 149,465 158,137

売上原価 106,537 112,800

売上総利益 42,927 45,337

営業収入 6,678 7,081

営業総利益 49,606 52,418

販売費及び一般管理費   

配送費 2,922 －

広告宣伝費 1,538 －

給料及び手当 18,878 －

賞与引当金繰入額 948 －

退職給付費用 953 －

水道光熱費 2,208 －

地代家賃 5,169 －

減価償却費 1,946 －

その他 7,759 －

販売費及び一般管理費合計 42,327 44,828

営業利益 7,279 7,590

営業外収益   

受取利息 114 108

受取配当金 9 4

その他 51 41

営業外収益合計 175 153

営業外費用   

支払利息 252 258

その他 25 20

営業外費用合計 277 279

経常利益 7,177 7,464

特別利益   

固定資産売却益 － 439

賃貸借契約違約金収入 22 25

その他 7 10

特別利益合計 30 474

特別損失   

固定資産除却損 4 34

減損損失 － 17

賃貸借契約解約損 3 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 442

その他 3 0

特別損失合計 12 495

税金等調整前四半期純利益 7,195 7,444

法人税、住民税及び事業税 2,579 3,020

法人税等調整額 443 166

法人税等合計 3,022 3,186

少数株主損益調整前四半期純利益 － 4,257

少数株主利益 35 36

四半期純利益 4,137 4,221
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(3) 継続企業の前提に関する注記 

    該当事項はありません。 

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

    該当事項はありません。 
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